
Ⅰ一般会計(４号補正)
１ 歳入歳出予算の補正

（補正前　53,042,171千円、補正額　648,116千円、補正後　53,690,287千円）

(1)歳入

・ 物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金（給付金・定額減税分） 201,536 千円

・ 地域医療介護総合確保基金（介護分）事業費 51,187 千円

・ 民間保育所運営費補助事業費 19,964 千円

・ 公立学校情報機器整備事業費 34,613 千円

・ 財政調整基金繰入金 262,498 千円

・ 市債 76,700 千円

・ その他 1,618 千円

合計 648,116 千円

　 (2)歳出

◇ 保育所・幼稚園・学校給食の食材費に対する支援 75,240 千円

◇ 保育所・幼稚園・障がい者施設への光熱費の補助 24,760 千円

◇ 農業者への農業用生産資材及び燃料費に対する補助の拡充 50,000 千円

小計 150,000 千円

◇ （仮称）文化交流拠点の整備に伴う計画策定及び測量委託 19,823 千円

◇ 文化会館及び運動公園の附帯駐車場への事前精算機の設置 18,635 千円

◇ （仮称）河原口高水敷スポーツ・コミュニティ広場整備に伴う設計委託 48,444 千円

小計 86,902 千円

◇ 旧耐震基準の社会福祉施設が行う耐震診断等への補助 5,100 千円

◇ 保護者及び保育士の負担軽減のための保育環境の整備 29,640 千円

◇ 柏ケ谷保育園の空調改修工事 48,730 千円

小計 83,470 千円

◇ ＩＣＴ教育用タブレットの充実 17,593 千円

小計 17,593 千円

◇ 他会計繰出金 16,512 千円

◇ その他 293,639 千円

小計 310,151 千円

合計 648,116 千円

令和６年度９月補正予算概要

◎物価高騰の影響を受けている市民への生活支援

②健やかに暮らせるまち

③豊かな学びを育むまち

④その他

①充実して暮らせるまち

◎本補正予算は「物価高騰の影響を受けている市民への生活支援」をテーマとした補正予算と位置付けております。

・物価高騰により食材費の上昇が続いていることから、保育所・幼稚園・学校における給食の質を確保するとともに、

食材費上昇分を支援することで、保護者負担の軽減を図ります。

・物価高騰の影響を受けている保育所・幼稚園・障がい者施設に対して、光熱費の上昇分を補助します。

・農業用生産資材等の高騰により、厳しい状況におかれている農業者への負担を軽減するため、農業経営に必要な

経費を補助します。
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２ 繰越明許費

① （仮称）海老名市文化交流拠点整備第１期基本計画策定業務委託【別紙１】 11,320 千円
（理由）事業の早期完成に向け、年度を跨いで実施したいため

② 海老名市立柏ケ谷保育園空調改修工事 48,730 千円
（理由）事業の早期完成に向け、年度を跨いで実施したいため

③ 海老名運動公園再整備計画改定業務委託 14,000 千円
（理由）事業の早期完成に向け、年度を跨いで実施したいため

④ （仮称）河原口高水敷スポーツ・コミュニティ広場整備設計委託【別紙２】 48,444 千円
（理由）事業の早期完成に向け、年度を跨いで実施したいため

３ 債務負担行為の補正

(1) 追加

① びなウェル運営業務委託

期　間：令和６年度～令和９年度

限度額：71,370千円

（理由）翌年度以降の業務を年度内に契約し、年度を跨いで実施したいため

② 指定収集袋作製業務委託

期　間：令和６年度～令和７年度

限度額：84,052千円

（理由）翌年度以降の業務を年度内に契約し、年度を跨いで実施したいため

③ 高機能消防指令システム等総合整備事業業務委託

期　間：令和６年度～令和８年度

限度額：2,493,700千円

（理由）翌年度以降の業務を年度内に契約し、年度を跨いで実施したいため

④ 海老名市立小学校教材購入

期　間：令和６年度～令和７年度

限度額：16,403千円

（理由）翌年度以降の業務を年度内に契約し、年度を跨いで実施したいため

⑤ 海老名市立中学校教材購入

期　間：令和６年度～令和７年度

限度額：4,625千円

（理由）翌年度以降の業務を年度内に契約し、年度を跨いで実施したいため

４ 地方債の補正
(1) 追加

①　（仮称）河原口高水敷スポーツ・コミュニティ広場整備事業債　　　 限度額　　 30,000千円
（理由）対象事業開始に伴う市債の増

(2) 変更
①　保育所施設整備事業債  　限度額　　 3,200千円　→　　49,900千円
（理由）対象事業費の増額に伴う市債の増
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Ⅱ国民健康保険事業特別会計（１号補正）
１ 歳入歳出予算の補正

（補正前　12,090,540千円、補正額　32,850千円、補正後　12,123,390千円）
(1) 歳入

・ 一般会計繰入金 16,411 千円
・ 社会保障・税番号活用推進費（国庫支出金） 16,439 千円

合計 32,850 千円
(2)歳出

・ 一般管理費 16,850 千円

・ 一般被保険者保険税還付金 16,000 千円

合計 32,850 千円

２ 債務負担行為

① 国民健康保険税帳票類・封筒印刷業務

期　間：令和６年度～令和７年度

限度額：4,321千円

（理由）翌年度以降の業務を年度内に契約し、年度を跨いで実施したいため

② 特定健康診査受診券等作成業務

期　間：令和６年度～令和７年度

限度額：2,043千円

（理由）翌年度以降の業務を年度内に契約し、年度を跨いで実施したいため

Ⅲ介護保険事業特別会計（１号補正）
１ 歳入歳出予算の補正

（補正前　9,537,354千円、補正額　5,261千円、補正後　9,542,615千円）
(1) 歳入

・ 一般会計繰入金 101 千円
・ 決算に伴う純繰越 5,160 千円

合計 5,261 千円
(2)歳出

・ 一般管理費 101 千円

・ 支払基金返還金 5,160 千円

合計 5,261 千円

２ 債務負担行為の補正

(1) 追加

① 介護保険料納入通知書等印刷・封入封緘業務

期　間：令和６年度～令和７年度

限度額：3,190千円

（理由）翌年度以降の業務を年度内に契約し、年度を跨いで実施したいため

Ⅳ後期高齢者医療事業特別会計（１号補正）
１ 債務負担行為

① 後期高齢者医療保険料帳票類・封筒印刷業務

期　間：令和６年度～令和７年度

限度額：2,962千円

（理由）翌年度以降の業務を年度内に契約し、年度を跨いで実施したいため

② 後期高齢者健診受診券作成業務

期　間：令和６年度～令和７年度

限度額：2,237千円

（理由）翌年度以降の業務を年度内に契約し、年度を跨いで実施したいため
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Ⅴ公共下水道事業会計(１号補正)
１ 資本的収入の補正

(1) 収入　（補正前　903,679千円、補正額　△6,100千円、補正後　897,579千円）
・ 企業債 89,000 千円
・ 社会資本整備総合交付金（国庫補助金） △ 95,100 千円

合計 △ 6,100 千円

２ 企業債の補正
(1) 変更　

①　公共下水道事業債 限度額　　512,600千円　→　　601,600 千円
（理由）財源更正に伴う企業債の増
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■令和６年度９月補正予算繰越明許費箇所図 

○件名：（仮称）海老名市文化交流拠点整備第１期基本計画 

策定業務委託 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別紙 １ 

基本計画箇所 
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■令和６年度９月補正予算繰越明許費箇所図 

○件名：（仮称）河原口高水敷スポーツ・コミュニティ広場 

整備設計委託 

 

 

 

 

別紙 ３ 別紙 ２ 
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